
和
歌
山
労
働
局
で
は
、
社
会
的
に
も
関

心
の
高
い
2
つ
の
法
改
正
の
内
容
を
よ
り

一
層
ご
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の

と
お
り
説
明
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
近
く
の
会
場
で
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

説
明
時
間
は
概
ね
2
時
間
で
す
。

○
6
月
4
日（
火
）
午
後
2
時
〜

和
歌
山
労
基
署
主
催

☎
0
7
3（
4
8
8
）1
2
0
0

会
場

　
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
大
ホ
ー
ル

和
歌
山
市
手
平
2
丁
目
1
の
2

○
6
月
7
日（
金
）
午
後
2
時
〜

御
坊
労
基
署
主
催

☎
0
7
3
8（
2
2
）3
5
7
1

会
場

　
中
紀
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

多
目
的
教
室

日
高
郡
日
高
町
大
字
荊
木
3
1
0

・
説
明
会
の
参
加
申
込
等
は
各
主
催
の
労

「
和
歌
山
で
就
職
し
よ
う
」

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

和
歌
山
で
就
職
を
…
と
お
考
え
の
学
生
本

人
様
に
加
え
ご
家
族
様
を
対
象
と
し
た
就

職
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
和
歌
山

に
は
キ
ラ
ッ
と
光
る
企
業
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
企
業
や
仕
事
を
知
っ
て
頂
き
、

和
歌
山
で
働
く
事
の
魅
力
に
つ
い
て
再
認
識

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

○
内
容

　
和
歌
山
の
企
業
で
働
く
と
い
う

こ
と
就
職
戦
線
に
挑
む
保
護
者
と
学
生

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
U
I

タ
ー
ン
就
職
を
し
て
」

日
時

　
平
成
25
年
7
月
13
日（
土
）

　
　
　
13
時
〜
15
時

場
所

　
和
歌
山
県
勤
労
福
祉
会
館

　
　
　「
プ
ラ
ザ
ホ
ー
プ
」

　
　
　（
和
歌
山
市
北
出
島
1
の
5
の
47
）

■
問
い
合
わ
せ
／
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
わ
か
や
ま

わ
か
や
ま
U
タ
ー
ン
就
職
セ
ミ
ナ
ー

係
り

☎
0
7
3
―
4
0
2
―
5
7
5
7

改
正
労
働
契
約
法
及
び
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
・
改
正
高
年
齢
者
雇
用

安
定
法
等
の
説
明
会
開
催
の
ご
案
内

有
期
労
働
契
約
の
新
し
い
ル
ー
ル
を
定

め
た
改
正
労
働
契
約
法
と
高
年
齢
者
の
雇

用
確
保
措
置
を
充
実
さ
せ
た
改
正
高
年
齢

者
雇
用
安
定
法
が
平
成
25
年
4
月
1
日
か

ら
全
面
的
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

働
基
準
監
督
署
又
は
和
歌
山
労
働
局
監

督
課
（
☎
０
７
３（
４
８
８
）１
１
５
０
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度
の
労
働
保
険
料
の
申
告
・

納
付
手
続
き
は
6
月
3
日
か
ら
7
月
10

日
ま
で
の
間
で
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い

労
働
保
険
と
は
労
災
保
険
と
雇
用
保
険

を
総
称
し
た
も
の
で
、
労
働
者
が
安
心
し

て
働
く
た
め
の
保
険
で
す
。
労
働
保
険
の

保
険
料
は
、
年
度
当
初
に
概
算
で
申
告
・

納
付
し
、
翌
年
度
の
当
初
に
確
定
申
告
の

上
、
清
算
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
料
の
納
付
は
、最
寄
り
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、
郵
便
局
等
金
融
機
関
（
歳
入

代
理
店
）
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
和
歌
山
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
室

☎
0
7
3
―
4
8
8
―
1
1
0
2

15




